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【
第
百
五
十
七
回
本
場
所
中
日
～
九
日
目
】

１
１
月
６
日
に
中
日
と
七
日
目
の
取
組
が

行
わ
れ
、
七
日
目
を
終
え
て
大
関
千
代
鈴
が

７
戦
全
勝
で
優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
っ
た
。

こ
れ
を
１
敗
で
、
大
関
大
神
楽
、
平
幕
の
西

神
門
、
六
歌
仙
の
３
人
が
追
う
展
開
と
な
っ

た
。ま

た
、
横
綱
春
ノ
翔
が
七
日
目
に
関
脇
鹿

富
士
に
寄
り
切
り
で
敗
れ
て
４
敗
目
を
喫
し

八
日
目
か
ら
休
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

輪
に
完
敗
し
４
勝
３
敗
と
な
っ
て
優
勝
争
い

か
ら
大
き
く
後
退
し
た
。

大
関
大
神
楽
は
三
日
目
に
鬼
ヶ
嶽
に
苦
杯

を
喫
し
た
も
の
の
、

中
日
、
七
日
目
と

こ
れ
ま
で
の
対
戦

成
績
で
３
勝
５
敗

と
負
け
越
し
て
い

る
関
脇
出
羽
翼
、

関
脇
佐
賀
ノ
海
を

下
し
て
、
千
代
鈴

に
１
差
で
ピ
タ
リ

と
つ
い
て
い
る
。

平
幕
で
は
、
入

幕
２
場
所
目
の
西
神
門
、
３
場
所
目
の
六
歌

仙
が
と
も
に
連
勝
し
て
、
６
勝
１
敗
と
早
く

も
勝
ち
越
し
た
。
今
後
、
厳
し
い
相
手
と
当

た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
２
人
の
真
価
が
問
わ

れ
そ
う
だ
。

五
日
目
ま
で
５
連
勝
し
て
期
待
さ
れ
た
綱

乃
花
だ
が
、
中
日
に
小
結
鬼
ヶ
嶽
に
寄
り
切

ら
れ
、
七
日
目
に
は
千
代
鈴
に
初
挑
戦
し
た

が
敗
れ
て
２
敗
に
後
退
、
上
位
の
壁
を
感
じ

る
２
日
間
と
な
っ
た
。

続
い
て
八
日
目
と
九
日
目
が
２
週
連
続
で

１
１
月
１
２
日
に
開
催
さ
れ
た
。
九
日
目
を

終
え
て
、
大
関
千
代
鈴
が
９
戦
勝

ち
っ
放
し
、
こ
れ
を
２
敗
で
大
関

大
神
楽
、
平
幕
の
西
神
門
の
２
人

が
星
の
差
２
つ
で
追
い
か
け
る
展

開
と
な
っ
た
。

ま
た
、
横
綱
若
ノ
嶋
が
九
日
目

に
鹿
富
士
に
敗
れ
て
４
敗
目
を
喫

し
、
十
日
目
か
ら
休
場
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
日

目
と
千
秋
楽
の
横
綱
大
関
戦
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
両
横

綱
の
休
場
に
よ
り
千
秋
楽
の
横
綱

土
俵
入
り
も
見
れ
な
く
な
っ
た
。

九日目、雌雄を決する大神楽との取り組みは同体取り直しの大熱

戦。食い下がる大神楽を最後は向う正面に寄り切った。

千
代
鈴
は
ま
っ
た
く
危
な
げ
の
な
い
相
撲
で
こ
こ

ま
で
無
傷
の
７
連
勝
。
八

日
目
は
幕
内
下
位
で
６
勝

１
敗
の
六
歌
仙
と
の
割
り

が
組
ま
れ
た
。
「
六
歌
仙

に
勝
機
が
あ
る
と
す
れ
ば

の
ど
輪
か
な
ぁ
？
」
と
勝

間
田
親
方
。
し
か
し
、
勝

負
は
千
代
鈴
が
素
早
く
左

を
差
し
て
の
ど
輪
に
入
る

隙
を
み
せ
ず
に
六
歌
仙
を

寄
り
切
っ
た
。

九
日
目
は
い
よ
い
よ
今
場
所
の
優
勝
を
決
め
る
一

番
と
言
っ
て
も
い
い
、
大
神
楽
と
の
大
関
同
士
の
対

戦
と
な
っ
た
。
大
神
楽
は
八
日
目
に
６
勝
１
敗
の
西

神
門
を
退
け
て
１
敗
を
守
っ
た
。
こ
の
一
番
に
勝
て

ば
、
１
敗
で
千
代
鈴
と
優
勝
争
い
の
先
頭
に
並
ぶ
こ

と
に
な
る
。

「
個
人
的
に
は
大
神
楽
に
勝
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の

ま
ま
共
に
１
敗
で
千
秋
楽
に
優
勝
決
定
戦
で
も
う
一

度
対
戦
す
る
の
が
見
た
い
ん
だ
け
ど
ね
！
」
と
朝
日

松
理
事
長
。
そ
の
通
り
に
運
べ
ば
最
高
に
盛
り
上
が

る
千
秋
楽
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
が
、
果
た
し
て

ど
う
い
う
展
開
に
な
る
の
か
？

注
目
の
一
番
は
、
千
代
鈴
が
前
へ
出
て
正
面
土
俵

に
寄
る
が
大
神
楽
が
左
へ
回
り
込
む
な
が
ら
左
か
ら

す
く
う
と
千
代
鈴
の
足
が
土
俵
を
割
る
。
し
か
し
、

千
代
鈴
の
圧
力
も
あ
っ
て
同
時
に
大
神
楽
の
足
も
土

俵
の
外
に
出
た
。
協
議
の
結
果
、
両
者
土
俵
を
割
る

の
が
同
時
で
取
り
直
し
と
な
り
、
大
関
同
士
の
意
地

と
意
地
が
ぶ
つ
か
る
熱
戦
に
館
内
は
大
い
に
盛
り
上

が
る
。

取
り
直
し
の
一
番
は
、
同
じ
よ
う
に
千
代
鈴
の
寄

り
を
回
り
込
ん
で
残
す
大
神
楽
。
大
神
楽
が
左
を
差

そ
う
か
と
い
う
体
勢
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
千
代
鈴

が
差
し
替
え
し
て
向
こ
う
正
面
に
大
神
楽
を
寄
り

切
っ
た
。

「
千
代
鈴
か
ぁ
！
」
と
声
が
上
が
る
。

千
代
鈴
が
全
勝
を
守
り
、
大
神
楽
は
２
敗
に
後
退
。

こ
の
一
番
の
勝
利
で
千
代
鈴
が
優
勝
と
横
綱
を
ぐ
い

っ
！
と
引
き
寄
せ
た
。
ま
た
、
千
代
鈴
は
先
場
所
か

ら
の
連
勝
を
１
８
と
し
、
英
ら
の
１
９
連
勝
に
次
ぐ

歴
代
１
０
位
と
な
っ
た
。

大
関
千
代
鈴
は
ま
っ
た
く
危
な
げ
な
い
相

撲
で
初
日
か
ら
白
星
を
重
ね
、
中
日
は
関
脇

鹿
富
士
の
の
ど
輪

を
難
な
く
引
き
落

と
し
、
七
日
目
は

勢
い
の
あ
る
新
鋭

綱
乃
花
を
押
し
出

し
に
破
っ
た
。
今

場
所
こ
こ
ま
で
土

つ
か
ず
の
七
連
勝

だ
が
、
先
場
所
三

日
目
か
ら
連
勝
を

続
け
て
お
り
、
こ

れ
で
１
６
連
勝
と

な
っ
た
。

横
綱
若
ノ
嶋
は
中
日
に
鉄
甲

の
初
挑
戦
を
受
け
、
左
を
差
さ

れ
る
苦
し
い
展
開
に
耐
え
て
最

後
は
寄
り
切
っ
て
勝
っ
た
も
の

の
、
七
日
目
に
出
羽
翼
の
の
ど

輝く千代鈴の陰で横綱若ノ嶋は実力を発揮でき

ず九日目に鹿富士に４敗目を喫し休場となった。

全

勝

千
代
鈴

二

敗

大
神
楽
、
西
神
門

千代鈴○(寄り切り)●綱乃花

出羽翼●(寄り切り)○大神楽

千代鈴○(寄り切り)●六歌仙


